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アウトライン 
• はじめに 

• 主要国およびアジアの論文数・シェアの推移 

• 分野別化学 論文数の推移 

• 日本の化学  
– 国立大学全体  vs  RU11  
– 日本の化学 in 科学 

• 中国・シンガポールの化学 
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• トムソン・ロイターは専門家向け情報を提供するグローバル企業 

トムソン・ロイターについて 

科学技術情報 法務情報 会計情報 

トムソン・ロイター（従業員数55,000人、売上高131億米ドル） 

報道 金融情報 

主要製品・ブランド 
•Thomson Innovation 

•DWPI 
•Brandy  
•NTS 
• Web of Science® 

•Journal Citation Reports 
•Cortellis 
 

製薬・化学業界向け 
製品・サービス 

大学・研究機関向け 
製品・サービス 

企業・研究機関向け知財
関連製品・サービス 

• 化合物・化学反応情報、薬事・規制情報、医薬品パイプライン情報、

ジェネリック関連情報、データ分析・カスタムレポート作成サービス等 

• 書誌、引用文献情報、研究評価・分析ツール及びカスタムサービス等 

• 特許・商標データベース、調査分析サービス、年金管理サービス等 

トムソン・ロイター 
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コアな国際誌を収録したデータベース 
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Garfieldの集中則 
 
 

– どの分野でも、引用は特定の文献に集中する 
– 学問分野は相互に密接に関連している 
– ある分野の重要な文献は、 
  その関連分野からも参照されている 
 
 

  各分野のコア・ジャーナルを集めて 
  引用を索引化したデータベース 
   旧ISI(Institute for Scientific Information)社 

      によるScience Citation Index 

Biology 

Chemistry 

Engineering 

Web of 
Science® 



Web of Scienceを集計した各種データ 
• Web of Scienceを元に様々なデータを集計・提供 

• 本日の発表はこれらのデータを使用 
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Impact Factor 

論文単位の引用情報 

雑誌タイトル 
ごとに集計 

Journal Citation Reports 

Web of Science® 

国・機関別のデータ 

年度・分野別のデータ 

機関・国・年度 
ごとに集計 

InCites Global Comparisons 

世界のTOP 1%論文 

国別・機関別のランキング 

高被引用論文 
を集計 

Essential Science Indicators 



日本の化学：最近の10年累積にみる順位 
• 日本は論文数では米国・中国に次ぎ第3位、被引用
数では第4位である。 

6 Thomson Reuters  Essential Science Indicators 2002.1-2012.12 

※平均被引用数は論文数5,000以上の国を対象 

1 USA  249,680 USA  4,982,766 USA  20
2 CHINA  240,305 CHINA  1,981,868 NETHERLANDS  19
3 JAPAN  117,587 GERMANY  1,578,172 SWITZERLAND  18
4 GERMANY  104,586 JAPAN  1,492,951 DENMARK  17
5 INDIA  79,439 FRANCE  985,097 ENGLAND  16
6 FRANCE  71,478 ENGLAND  975,614 ISRAEL  16
7 RUSSIA  61,960 SPAIN  721,558 SWEDEN  16
8 ENGLAND  59,166 ITALY  624,521 GERMANY  15
9 SPAIN  53,291 INDIA  614,909 SINGAPORE  15

10 ITALY  46,914 CANADA  537,038 CANADA  14
11 SOUTH KOREA  44,007 SOUTH KOREA  485,250 SCOTLAND  14
12 CANADA  37,408 NETHERLANDS  383,588 FRANCE  14
13 POLAND  32,050 SWITZERLAND  377,894 BELGIUM  14
14 BRAZIL  24,041 AUSTRALIA  302,473 SPAIN  14
15 IRAN  23,922 SWEDEN  250,393 ITALY  13
16 TAIWAN  23,752 RUSSIA  246,426 AUSTRALIA  13
17 AUSTRALIA  22,786 TAIWAN  244,747 AUSTRIA  13
18 SWITZERLAND  20,905 POLAND  243,771 GREECE  13
19 NETHERLANDS  19,925 BELGIUM  203,981 JAPAN  13
20 TURKEY  16,840 BRAZIL  199,224 FINLAND  12

CHINA  8

論文数 被引用数 平均被引用数



主要国の論文数の推移 
＜Chemistry＞  
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• 化学の論文数では、中国は米国を抜き、世界第1位。日本は米国
に次ぎ、世界第3位だが近年停滞傾向。 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 

中国 

米国 

日本 
ドイツ 

フランス 

英国 /韓国 

台湾 

シンガポール 
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主要国の論文数の推移 
＜Chemistry＞ 2001－2011（単年） 

中国の化学論文は2位の米国との差 13000報以上 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 
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主要国の論文シェアの推移 
＜Chemistry＞ 
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• 論文のシェアでは、中国・インド・韓国等の国がシェアを伸ばす
ここ数年、米・日・独・仏・英はシェアが低下。 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 

中国 

米国 

日本 

ドイツ 

フランス 

英国 

韓国 

台湾 

シンガポール 
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主要国の論文シェアの推移 
＜Chemistry＞ 2000－2011（単年） 

％ 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 

• 米・英・仏・独・日本の先進国はシェア減少は10年以上。中国は
2008年に米国を抜く。 



主要国の相対被引用度の推移 
＜Chemistry＞ 
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• 日本は世界平均を超えているが停滞気味、シンガポール、中国
の急成長に着目 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 
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分野別論文数の推移 
USA ＜Chemistry＞ 
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• 米国では論文数が横ばいの分野と増加している分野に分れる。上位の

Chemistry Physical, Chemistry Multidisciplinaryが増加傾向。 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 



• 他国に比べどの分野も停滞傾向。Multidisciplinaryは増加傾向. 
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分野別論文数の推移 
Japan ＜ Chemistry＞ 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 



分野別論文数の推移 
Asia-without Japan, ＜Chemistry＞ 
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• 日本を除くアジア全体では全分野で論文が増加しているが、特に
Chemistry Physical, Chemistry Multidisciplinaryの増加が顕著。 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 



化学ジャーナルの変化：中国の著者論文増加 
• Angew. Chem., Int. Ed. 及びJACSの各国のシェア 

• 中国がシェアを伸ばしている 
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JACSの論文シェアの推移 Angew. Chem., Int. Ed.の論文シェアの推移 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 
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国立大学、RU11研究大学＜Chemistry＞ 
論文数、国際共著数の推移  
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国立大学全体、RU11の論文数は横ばい 

国際共著論文は増えている 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 

RU11－国際共著論文 

国立大学－国際共著論文 

RU11総論文 

国立大学総論文 



国立大学、RU11研究大学＜Chemistry＞  
相対被引用度の推移  
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国立大学全体、RU11ともに世界平均１より上で上向き 

国際共著のみ、国立大学全体、ともに大差はない動き 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 



日本の化学 in  科学   
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日本の化学論文は日本の論文全体からみてほぼ14%程度、   
HCP（Highly Cited Papers）のシェアは一旦下がるも回復基調 



日本の化学 in  科学 特定機関への集中 
• 京都大学、大阪大学をみると量的なシェアも長期的に伸びて
いるが特に、HCPを産出する割合が高い 
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日本の化学 in  科学 特定機関への集中２ 
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• 相互の共著間を排除し、東大/京大/大阪大発のHCPのシェア
をみると日本の化学のHCPの約４０％ 
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中国の化学 in   中国の科学 
 中国全体の科学における化学の論文の量的シェア 

24 Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 
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化学は中国の科学を牽引する一番の分野であったが、
他の分野の成長が著しく、中国サイエンスの中での化
学論文のシェアは2004年を境に変化している 

国際共著化学論文のシェアは大きくは変わらない 

中国の化学論文 

中国 

化学国際共著論文 



中国の化学 in 科学 
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中国の化学：相対被引用度 
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国際共著論文と中国全体の論文の質の差は大きい 

国際共著しなかったときの論文の相対被引用度は
まだまだ低い 

Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 

中国化学国際共著論文 

中国の化学論文 

世界平均１に比べて国際共著論文は成長傾向 



化学 in アジア 
  質の伸びの著しいシンガポール 

27 Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 



最後に： 化学 in アジア 
    化学の論文は半分近くがアジア発 

28 Thomson Reuters  InCites Global Comparisons 2011 



まとめ 
• アジアの化学論文数はもうすぐ世界の50％を超える 

– 日本以外のアジア全体で2011年論文数は56000件を超して、世界の
40％近くになってきている。 

• 日本の化学論文のシェアは世界の12%近くを占めていた時代から
現在は7.1%（2011）である。 

• 日本は質の高い化学論文を出版している。とくにRU１１の相対被引
用度は世界水準以上。 

• 日本の化学論文のHighly Cited Paper論文は40％が東大・京大・
阪大に集中する 

• 中国の化学論文は量的に増加の一途。化学の主要ジャーナルの
論文シェアも伸ばしている。 

• シンガポールは相対被引用度の成長が著しい。  
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トムソン・ロイター 
学術情報ソリューション 

棚橋 佳子 

Tel: 03-4598－3518 

yoshiko.tanahashi@thomsonreuters.com  
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中国の化学 in 科学 
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